
1 │ 趣旨説明

　
一
九
九
九
年
六
月
に
富
山
県
黒
部
市
の
宇
奈
月
国
際
会
館
で
開
催
さ
れ

た
第
二
十
六
回
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
は
「
西
田
幾
多
郎
・
鈴
木

大
拙
　
再
考

―
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
視
点
か
ら

―
」
で
あ
っ

た
。
そ
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
た
『
比
較
思
想
研
究
』
二
十
六
号
（
二
〇
〇

〇
年
三
月
発
行
）
の
冒
頭
に
、
本
学
会
第
三
代
学
会
長
・
故
峰
島
旭
雄
先

生
が
「
名
誉
会
長
　
中
村
元
博
士
の
ご
逝
去
を
悼
む

―
学
会
の
来
し
方

を
顧
み
て

―
」
を
記
し
て
お
ら
れ
る
。
一
九
九
九
年
十
月
十
日
に
逝
去

さ
れ
た
学
会
創
始
者
（
初
代
会
長
）
中
村
元
先
生
へ
の
追
悼
の
辞
で
あ
る

と
同
時
に
、
世
紀
の
転
換
期
に
お
い
て
比
較
思
想
学
会
の
創
立
期
の
歩
み

と
そ
の
後
の
来
し
方
を
回
顧
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

　
あ
れ
か
ら
二
十
年
を
超
え
る
年
月
が
流
れ
、
人
文
学
、
特
に
哲
学
・
思

想
系
の
学
問
の
お
か
れ
た
社
会
状
況
、
研
究
環
境
は
激
変
し
、
本
学
会
も

会
員
数
の
減
少
、
高
齢
化
だ
け
で
な
く
、
学
問
的
方
法
と
役
割
の
再
考
を

迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
に
比
し
て
、
西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
大

拙
へ
の
関
心
は
国
内
外
で
増
加
し
て
お
り
、
両
者
を
比
較
思
想
の
視
座
か

ら
再
々
考
す
る
現
代
的
意
義
は
高
ま
っ
て
い
る
。
特
に
近
年
、
日
本
哲
学

の
国
際
的
研
究
に
は
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｐ
（
日
本
哲
学
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）、
Ｉ
Ａ
Ｊ
Ｐ
（
日
本
哲
学
国
際
学
会
）
の
活
動
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
い
し
は
間
文
化
的
な
広
が
り
が
生
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中

核
は
明
ら
か
に
西
田
哲
学
と
大
拙
の
仏
教
思
想
で
あ
る
。

　
今
世
紀
に
な
っ
て
開
設
さ
れ
た
西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
（
二
〇
〇
二

年
）、
鈴
木
大
拙
館
（
二
〇
一
〇
年
）
は
「
思
索
の
オ
ア
シ
ス
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
た
ロ
ー
カ
ル
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
博
物
館
で
あ
る
が
、
両
哲
を
中

心
に
哲
学
、
思
想
に
関
心
を
も
つ
国
内
外
の
人
々
の
耳
目
を
集
め
、
海
外

か
ら
の
来
館
者
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
北
陸
の

地
で
再
度
「
西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
大
拙
」
を
比
較
思
想
の
視
座
か
ら
考
察

す
る
こ
と
は
、
両
哲
と
日
本
哲
学
、
間
文
化
哲
学
に
関
す
る
思
想
研
究
の

広
が
り
と
深
ま
り
に
寄
与
す
る
と
同
時
に
、
将
来
の
比
較
思
想
研
究
の
在
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ち
続
け
て
き
た
と
い
う
論
調
が
幾
つ
か
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
現
在
、
比
較
思
想
、
日
本
哲
学
の
分
野
で
活
発
な
研
究

を
展
開
し
て
お
ら
れ
る
横
田
理
博
・
水
野
友
晴
・
大
熊
玄
の
三
人
の
先
生

方
に
、
西
田
・
大
拙
と
西
洋
思
想
の
比
較
と
い
う
切
り
口
で
、
最
新
の
比

較
思
想
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

　
第
十
九
回
（
二
〇
〇
六
年
）
と
第
十
四
回
（
二
〇
〇
一
年
）
の
比
較
思

想
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
者
で
あ
る
横
田
理
博
（
九
州
大
学
大
学
院
教

授
）
氏
と
水
野
友
晴
（
日
独
文
化
研
究
所
）
氏
は
、
大
戦
前
の
西
田
・
大

拙
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
思
想
、
戦
中
の
両
者
の
「
世
界
形
成
と
平
和

の
問
題
」
に
焦
点
を
当
て
て
研
究
成
果
を
発
表
さ
れ
る
。
横
田
氏
の
奨
励

賞
受
賞
対
象
論
文
は
「
近
代
西
洋
の
エ
ー
ト
ス
を
相
対
化
す
る
ウ
ェ
ー
バ

ー
の
比
較
思
想
的
視
座
」、
水
野
氏
は
「
理
想
主
義
的
理
性
信
仰

―
Ｔ
・

Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
の
心
霊
的
原
理
と
西
田
幾
多
郎
の
純
粋
経
験
」
で
あ
り
、

両
氏
の
受
賞
後
の
比
較
思
想
研
究
の
展
開
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
熊
玄
（
立
教
大
学
准
教
授
／
西

田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
副
館
長
）
氏
は
戦
後
東
西
思
想
の
影
響
の
一
側
面

を
「
Ｅ
・
フ
ロ
ム
と
大
拙
」
を
テ
ー
マ
に
論
じ
ら
れ
る
。
氏
は
西
田
幾
多

郎
記
念
哲
学
館
創
設
時
か
ら
専
門
員
と
し
て
、
西
田
哲
学
研
究
の
発
信
に

並
行
し
て
、
大
拙
の
テ
キ
ス
ト
を
丹
念
に
読
み
解
い
た
著
述
を
公
刊
し
て

お
ら
れ
る
。
三
氏
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
戦
前
、
戦

中
、
戦
後
の
時
系
列
に
な
っ
て
い
る
。

（
あ
さ
み
・
ひ
ろ
し
、
日
本
哲
学
・
医
療
倫
理
、
西
田
幾
多
郎

記
念
哲
学
館
館
長
、
石
川
県
立
看
護
大
学
特
任
教
授
）

り
方
を
探
る
手
掛
か
り
を
提
供
す
る
機
会
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。

　
一
八
七
〇
年
に
、
加
賀
の
文
化
・
自
然
環
境
の
中
で
生
ま
れ
、
育
っ
た

幾
多
郎
（
寸
心
）
と
貞
太
郎
（
大
拙
）
は
近
代
日
本
哲
学
・
思
想
の
系
譜

に
お
い
て
基
軸
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
こ
の
二
哲
を
比
較
思
想
的
に
論
じ

る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
両
思
想
の
類
似
性
と
相
互
影
響
関
係
に
つ
い
て
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
特
に
彼
ら
の
生
涯
に
わ
た
る
交
流
の
深
さ
、

思
想
形
成
基
盤
の
一
つ
が
禅
体
験
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
欧
で
は
両
者
を

「
禅
思
想
」「
無
の
哲
学
」
と
し
て
論
じ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
ち
な
み

に
、
第
二
十
六
回
大
会
の
基
調
講
演
は
上
田
閑
照
氏
に
よ
る
「
外
は
広
い
、

内
は
深
い

―
鈴
木
大
拙
と
西
田
幾
多
郎

―
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

真
宗
の
金
城
湯
池
で
あ
る
北
陸
で
生
ま
れ
育
っ
た
両
者
に
は
真
宗
、
特
に

親
鸞
の
影
響
が
色
濃
く
み
ら
れ
る
。
西
田
は
親
鸞
の
言
辞
を
「
宗
教
の
本

旨
」
と
記
し
、
大
拙
が
「
親
鸞
の
他
力
思
想
」
を
「
日
本
的
霊
性
の
情
性

的
展
開
」
の
典
例
と
解
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今

大
会
の
基
調
講
演
は
仏
教
学
、
中
国
仏
教
思
想
史
の
大
家
で
あ
り
、
真
宗

学
の
教
育
に
深
く
関
わ
っ
て
来
ら
れ
た
元
大
谷
大
学
学
長
（
名
誉
教
授
）、

現
鈴
木
大
拙
館
館
長
の
木
村
宣
彰
氏
か
ら
、
親
鸞
を
結
び
の
帯
と
し
て
両

者
の
歩
み
、
精
神
形
成
、
人
格
、
思
想
に
お
け
る
同
一
性
と
差
異
性
を
照

射
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

　
近
年
、
西
田
、
大
拙
の
思
想
形
成
が
驚
く
ほ
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
思
想
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
当
時
の
世
界
史
な
思
想
、
政
治
潮
流
と
の
緊

張
関
係
を
も
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
両
者
の
生
涯
を
超
え

て
、
現
在
ま
で
国
内
外
の
哲
学
者
、
思
想
家
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持


